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１、主題構成表 
主題名 公正な一票    資料名 ｢ぼくはこうかいしない｣ 

出典 文部科学省 

 ■資料の分析 
・三郎は学級委員である。学
級会の議題は、学級委員と
進行係の7人が整理して決
める。議題が２つの提案に
絞り込まれたとき、仲良し
でしかも体の大きい正夫
が独り占めしている学級
のボール問題をとりあげ
るかどうかで、三郎は判断
に思い悩んだ末に、ボール
問題に一票を投じる。 
・投じた後も悩みは続く。学
級会中ずうっと、正夫の表
情を気にしてしまう。学級
会後、三郎は正夫を避けて
帰ろうとする。ところが、
正夫は三郎に明るい表情
で話しかけて来た。この時
やっとで迷いが吹っ切れ
る三郎であった。 
・２つの場面の中で、主人公
三郎の心の推移を考えさ
せながらねらいにせまる。
 ①投票するとき、迷ってい
る三郎の気持ち 
 ②帰り道、正夫のいつもの
明るい顔があったときの
三郎の気持ち 
 

■児童の実態 
・仲間意識が強く、目的のあ
る活動の場では、立場を自
覚し協力して取り組むこと
ができる子が多い。 
・だれとでも仲良くしなけれ
ばならない、公平にしなけ
ればならないとわかっては
いるのだが、友達関係がう
まくいかなくなることを恐
れて、友達の不正を指摘す
ることをためらう子や、仲
間はずれにされている友達
をかばうより、する側に追
従したり傍観したりする子
がいる。 
■意識の要因 
・公正公平に行動すべきこと
は知りながらも、自分の好
き嫌いや利害関係や能力の
ある者の言動にとらわれや
すく実行できない弱さを持
っている。ついつい自らの
保身を考えた行動を選択し
てしまうのだろう。 

■ねらい 

 学級会後の帰り道、いつものように正夫から元気に話しかけられたときの三郎の姿を通し

て、自分の好き嫌いや感情にとらわれず、広い視野に立って、公正に判断し、公平に行動し

ようとする心情を育てる。 

■展開の構想 

・自分の好き嫌いや利害関係と学級委員とい

う自分の立場の板ばさみになりながら、思

い悩む三郎の姿を感じ取らせる。 

 

・三郎が友情と公平の板ばさみに合い、苦し

みながらボールの問題に投票する気持ち

に共感させる。 

 

・明るい顔で正夫に話しかけられた三郎の気

持ちを考えさせることを通して、公平に行

動したときの気持ち良さを理解させ、自分

もそのように行動したいという気持ちを

育てる。 

 

■基本発問(◎中心発問) 

○三郎は、ボールの問題に投票する時、どん

な気持ちだったか。 

 

◎帰り道、明るい顔で正夫から話しかけられ

た三郎は、どんな気持ちになっただろう。

 

○正しい判断ができず、公平に行動できなか

ったことはありませんか。 

■内容項目４－(３)公正公平 

だれに対しても差別すること

や偏見をもつことなく公正、公

平にし、正義の実現に努める。

■価値の分析 

・公正公平な態度を身につける
ことは、民主的な社会や国家
を築くために不可欠なこと
である。どのような人々に対
しても平等に接する人間愛
の精神が基盤にならなけれ
ばならない。しかし、子ども
達の身の回りには差別的な
言動が時々見られる。好き嫌
いの感情や目先の利害にと
らわれ、公平な見方や判断が
できなくなる。 
・高学年では、公正公平に行動
すべきことは知りながらも、
自分の好き嫌いや、利害関係
や能力のある者の言動にと
らわれやすく、実行できない
弱さをもっている。こうした
子ども達に自分が関わった
場面においても、広い視野に
立って行動し、公正公平な態
度をとることの大切さに気
づかせ、そのように生活して
いこうとする気持ちを育て
たい。 



２、学習指導過程 

 基本発問と予想される児童の反応 指導･支援 
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(１)資料名、主人公｢三郎｣の紹介をし、正夫との関係を理解す

る。 

 

 

(２)資料を読んで、感想を話し合う。 

・三郎は、投票するときずいぶん迷っただろう。わたしだった

ら、投票しないかもしれない。勇気がある。 

・正夫から話しかけられた三郎はうれしかったと思う。 

・正夫は、三郎に怒らず話しかけていったのでえらいと思う。 

 

(３)三郎の気持ちを話し合う。 

○ボールの問題に投票するときは、どんな気持ちだったでしょ

う。 

・正夫君に嫌われるかもしれない。心配だ。 

・仲の良い正夫君が困ることになる。みんなに責められるのは

かわいそう。 

・ボールのことでは、学級のみんなが困っている。 

・学級委員としては、独り占めされているボールのことに投票

した方がいい。 

・正夫君はよくないことをしている。正夫君のためにも投票し

よう。 

 

 

◎帰り道、明るい顔で正夫君から話しかけられた三郎は、どん 

な気持ちになったでしょう。 

・正夫君は怒っていない。ほっとした。 

・正夫君はわかってくれた。これからも友達だ。 

・みんなのことを考えて投票してよかった 

・仲の良い正夫君に都合のよい投票にせず、学級のために正し

いと思う方に投票してよかった。 

 

 

(４)自分の生活を振り返り、公平にふるまえなかったときのこ

とを話し合う。 

・友達がけんかしているとき、嫌われたくなくて好きな子の方

の味方をした。 

・転校して来た子の悪口を言っていた子に、よくないことをし

ていると思っても注意できなかった。自分も悪口を言われた

くないから。 

・応援団を決めるとき、演説の良さよりも仲の良い子の方に手

を挙げた。 

・給食当番の分担は、文句を言いそうな子には軽い仕事を分担

している。 

 

(５)教師の説話を聞く。 

 

 

・三郎の学級委員という立場と

正夫との関係を十分に理解さ

せておく。 

 

・内容が理解されているかをつ

かむ。 

 

 

 

 

 

・道徳ノートに三郎の気持ちを

書かせる。 

・ボールの問題に投票すること

は正しいと思いながらも、思

い悩む三郎に同化させなが

ら、自己を見つめさせる。 

・思い悩む起因、｢友達関係｣｢利

害関係｣｢学級委員という公平

さを求められる立場｣で類型

化して板書する。 

・だれにでも人間的弱さがある

ことに気づかせる。 

 

・公平を貫き通し、それが認め

られたうれしさ、迷いながら

も正しく判断できた自分への

自信を感じ取らせる。 

 
 

 

 

 

 

・自分の生活を振り返り、公平

に行動できなかったことに気

づかせる。 

・道徳ノートに書かせる。 

・公平に行動できた体験も話す。 

 

 

 

 

 
 
 
・公平に行動したことが、その 
時だけでなく、その後にも生
きることを感じさせたい。 



 


